


９
月
１４
日
「
こ
れ
か
ら

の
市
町
村
の
あ
り
方
」
を

テ
ー
マ
に
、
総
務
省
な
ど

が
主
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
現
況
報
告
を
始
め
、

昨
年
１１
月
１５
日
に
大
船
渡
市
と
合
併
し

た
旧
三
陸
町
長
佐
々
木
菊
夫
氏
の
合
併

体
験
報
告
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

秋
田
魁
新
報
社

常
務
取
締
役
論
説
委
員
長佐

々
木
悦
男

■
パ
ネ
リ
ス
ト

秋
田
桂
城
短
期
大
学
助
教
授

佐
々
木
尚
毅

秋
田
県
理
事

根
津
谷
禮
蔵

大
館
市
長

小
畑

元

総
務
省
大
臣
官
房
審
議
官

西
村

清
司

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

「
合
併
の
動
き
に
つ
い
て
の
現
状
」「
な

ぜ
今
市
町
村
合
併
か
」「（
合
併
の
）議
論

が
進
ま
な
い
理
由
」「
基
礎
的
な
地
方
公

共
団
体
の
あ
り
方
」
な
ど
に
つ
い
て
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

問

企
画
振
興
課

�
４９
―
３
１
１
１
（
内
線
２
６
９
）

※
大
館
市
、
田
代
町
、
比
内
町
の
１
市

２
町
で
組
織
す
る
「
大
館
圏
域
合
併

に
関
す
る
共
同
研
究
会
」
で
は
、
合

併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
大
館
市
で
は
、
男
女
別
、

年
齢
別
に
抽
出
し
た
４
、
８
０
０
人

を
対
象
に
１１
月
１
日
付
け
で
調
査
票

を
郵
送
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
町
村
合
併
へ
の
関
心
は
、
日
増
し
に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
回
の
合
併

論
議
の
高
ま
り
の
背
景
に
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
の
減
少
、
税
収
の
減
少
、
地

方
交
付
税
の
見
直
し
や
分
権
時
代
を
迎
え
て
市
町
村
が
自
立
を
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
合
併
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
大
館
市
は
、
昭
和
２６
年
に
大
館
町
と
釈
迦
内
村
が
合
併
し
て
市
と
な
り
、

以
後
、
昭
和
３０
年
に
は
下
川
沿
村
を
始
め
６
町
村
を
編
入
、
昭
和
４２
年
に
は
花
矢

町
を
編
入
し
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

合
併
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
相
手
が
あ

る
こ
と
で
も
あ
り
非
常
に
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
行
政
効
率
を

考
え
れ
ば
９
万
人
規
模
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
し
、
秋
田
県
第
２
の
都
市
を
目
指

す
と
す
れ
ば
１０
数
万
人
規
模
ま
で
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
合
併
に
向
か

う
に
は
、
ま
ず
各
地
方
公
共
団
体
の
住
民
の
意
思
統
一
が
あ
り
、
住
民
同
士
の
話

し
合
い
へ
と
進
む
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
合
併
に
対
し
て
消
極
的
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
去
る
７
月
２３
日
に
は
、

森
吉
町
議
会
の
研
修
会
に
お
い
て
、
合
併
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
き
ま
し
た
し
、

今
年
４
月
か
ら
は
、
比
内
町
、
田
代
町
と
共
同
で
「
大
館
圏
域
合
併
に
関
す
る
共

同
研
究
会
」
を
、
市
役
所
内
に
は
「
市
町
村
合
併
庁
内
勉
強
会
」
を
発
足
さ
せ
、

調
査
、
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
、
ご
み
処
理
、
斎
場
な
ど
従
来
か
ら

広
域
で
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
は
、
合
併
に
は
と
ら
わ
れ
ず
に
こ
れ
ま
で
同
様

行
っ
て
い
き
ま
す
し
、
広
域
化
し
て
効
率
が
い
い
も
の
は
、
こ
れ
か
ら
も
共
同
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

考
え
、
そ
し
て
、
周
辺
の
市
町
村
に
は
、
積
極
的
に
こ
ち
ら
か
ら
出
向
い
て
一
緒

に
な
っ
て
話
し
合
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

将
来
の
ま
ち
づ
く
り

市
町
村
合
併
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市
町
村
合
併
を
と
も
に
考
え
る

全
国
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
０
２
in
秋
田

�．２４２

市
長
リ
ポ
ー
ト

報報告告すするる
佐佐々々木木菊菊夫夫氏氏



対対
象象
とと
なな
るる
かか
たた

・
介
護
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
か
た

で
、
身
体
に
障
害
が
あ
る
か
た
、
ま

た
は
知
的
障
害
の
あ
る
か
た

利利
用用
でで
きき
るる
ササ
ーー
ビビ
スス

◆
居
宅
サ
ー
ビ
ス

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

・
介
護
、
家
事
な
ど
生
活
全
般
に
わ
た

る
援
助

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・
施
設
に
通
っ
て
受
け
る
訓
練
な
ど

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

・
短
期
間
の
施
設
入
所

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

・
地
域
に
お
い
て
共
同
生
活
を
す
る
と

き
に
受
け
る
日
常
生
活
の
援
助

（
知
的
障
害
者
の
み
）

◆
施
設
サ
ー
ビ
ス

身
体
に
障
害
の
あ
る
か
た
が
治
療
や
訓

練
を
行
う
次
の
施
設

・
身
体
障
害
者
更
生
施
設

・
身
体
障
害
者
療
護
施
設

・
身
体
障
害
者
授
産
施
設

知
的
障
害
の
あ
る
か
た
が
自
立
や
社
会

参
加
の
た
め
の
訓
練
を
行
う
次
の
施
設

・
知
的
障
害
者
更
生
施
設

・
知
的
障
害
者
授
産
施
設

※
支
援
費
制
度
に
移
行
す
る
の
は
、
こ

れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
み
で
、
そ
れ
以

外
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
従
来
ど
お
り
に

行
わ
れ
ま
す
。

利利
用用
しし
たた
とと
きき
のの
費費
用用

・
利
用
者
及
び
扶
養
義
務
者
は
、
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
か
か
る
費

用
の
う
ち
、
負
担
能
力
に
応
じ
て
定

め
ら
れ
た
利
用
者
負
担
額
を
事
業
者

に
支
払
い
ま
す
。

・
市
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め

に
か
か
る
費
用
の
う
ち
利
用
者
負
担

額
を
除
い
た
分
を
、
支
援
費
と
し
て

事
業
者
へ
支
払
い
ま
す
。

利利
用用
申申
請請
はは
ここ
ちち
らら

福
祉
課

�
４９
―
３
１
１
１

社
会
福
祉
係
（
内
線
４
０
５
）

子
育
て
支
援
係
（
内
線
４
０
７
）

平
成
１５
年
４
月
に
、
障
害
の
あ

る
か
た
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
、

従
来
の
「
措
置
制
度
」か
ら「
支
援

費
制
度
」へ
と
移
行
し
ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
障
害
の
あ

る
か
た（
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
）が

施
設
・
事
業
者
（
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
者
）
を
自
由
に
選
択
し
、
契
約

に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

制度の円滑な運営を
支援します。また、事業者・
施設の指定と指導・監
督を行います。

障害者福祉サービス
を必要とするかた
身体障害児・者、
知的障害児・者

指
定

支
援
費
の
支
給
申
請

情
報
の
提
供

支
援
費
の
支
給
決
定

支援費の
請求

利用者の心身の状
況に応じて適切な
サービスを提供し
ます。

支援体制を整備し、
支援費を支給する
かどうかを決定し
ます。

支援費の
支払い

１１
月
１
日
か
ら
、
地
方
分
権
一
括
法

に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
国
が
管
理
し
て

い
た
道
路
・
水
路
な
ど
の
う
ち
、
現
在

使
用
し
て
い
る
も
の（
国
道
、県
道
、河

川
な
ど
直
接
国
や
県
が
管
理
す
る
も
の

を
除
く
）
が
市
の
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
新
た
に
財
産
と
な
っ
た
の
は
、

大
館
地
区
、
十
二
所
地
区
、
釈
迦
内
地

区
の
道
路
・
水
路
な
ど
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
県
が
行
っ
て

い
た
境
界
確
認
、
使
用
許
可
、
用
途
廃

止
な
ど
の
手
続
き
は
、
市
で
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
の
下
川
沿
地
区
、
二
井
田

地
区
、
真
中
地
区
は
平
成
１５
年
に
、

上
川
沿
地
区
、
長
木
地
区
、
花
岡
地

区
、
矢
立
地
区
は
平
成
１６
年
に
市
の

財
産
と
な
る
予
定
で
す
。

問

管
財
課

�
４９
―
３
１
１
１

（
内
線
２
７
５
、
２
７
７
）

障害者福祉サービスの制度が変わります

事業者・施設

県の役割

支援費制度のしくみ

サービスの提供

利用者負担の支払い

サービス利用の契約

こ
れ
か
ら
は
市
の
財
産
で
す

市

利用者

来年４月から
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道道
路路
はは
まま
ちち
づづ
くく
りり
のの
骨骨
格格

将
来
の
こ
と
を
考
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
の
特
性
を
生
か
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
都
市
基
盤
整
備
を
行
う
、
こ

れ
が
都
市
計
画
で
す
。

商
店
街
は
に
ぎ
や
か
に
、
住
宅
街
は

閑
静
に
な
ど
、
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
安

全
で
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の

骨
格
と
な
る
の
が
都
市
計
画
道
路
で
す
。

交交
通通
渋渋
滞滞
をを
回回
避避
すす
るる
にに
はは

皆
さ
ん
が
日
常
生
活
で
利
用
し
て
い

る
道
路
（
生
活
道
路
）
の
交
通
量
が
多

く
な
っ
た
場
合
に
、
そ
の
道
路
を
拡
幅

す
る
だ
け
で
渋
滞
は
回
避
で
き
る
で

し
ょ
う
か
？

生
活
道
路
を
守
り
、
渋
滞
を
解
消
す

る
た
め
に
は
、
単
に
渋
滞
す
る
道
路
の

み
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
市
内
全
体

の
道
路
整
備
を
考
慮
し
、
計
画
的
に

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

目
的
地
へ
向
か
う
た
め
に
、
生
活
道

路
か
ら
幹
線
道
路
、
そ
し
て
高
速
道
路

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
が
理
想

的
な
交
通
で
す
。
ま
た
、
市
内
中
心
部

の
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
に
、
市
街
地

の
外
側
に
あ
る
バ
イ
パ
ス
に
、
市
内
を

通
過
す
る
交
通
を
誘
導
す
る
の
も
有
効

な
方
法
で
す
。
理
想
的
な
道
路
網
を
巡

ら
し
、
交
通
の
便
が
良
く
な
る
こ
と
で
、

人
々
の
往
来
が
自
由
に
な
り
、
ま
ち
の

活
力
は
さ
ら
に
増
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
大
館
市
は
長
木
川
に
よ
り
ま

ち
が
二
分
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
長
木

川
に
新
し
く
架
橋
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、

渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
の
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

�広報大館２００２．１１．１

ババ
イイ
パパ
スス
整整
備備
がが

進進
んん
でで
いい
まま
すす

大大館館西西道道路路

東東ババイイパパスス長長木木川川架架橋橋工工事事

都都市市計計画画道道路路大大館館駅駅東東大大館館線線（（２２２２ｍｍ道道路路））



東東
ババ
イイ
パパ
スス
はは
なな
ぜぜ
必必
要要
？？

東
バ
イ
パ
ス
は
、
既
に
整
備
さ
れ
て

い
る
都
市
計
画
道
路
大
館
駅
東
大
館
線

と
並
び
大
館
市
の
重
要
な
環
状
線
で
あ

り
、
市
街
地
へ
の
通
過
車
両
の
流
入
に
よ

る
交
通
渋
滞
の
解
消
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

平
成
１０
年
に
大
館
西
道
路
と
南
バ
イ

パ
ス
の
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
り
、
通
過
車
両
に
よ
る
市
街
地

の
交
通
渋
滞
は
大
幅
に
緩
和
さ
れ
ま
し

た
が
、
以
前
か
ら
抜
本
的
な
解
消
に
向

け
た
施
策
が
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

東東
ババ
イイ
パパ
スス
のの
ルル
ーー
トト

東
バ
イ
パ
ス
（
南
バ
イ
パ
ス
山
王
岱

ラ
ン
プ
〜
樹
海
ラ
イ
ン
、
全
体
延
長
３
、

５
５
０
ｍ
）
は
市
街
地
を
通
過
せ
ず
に

市
の
東
部
と
南
部
を
連
結
す
る
よ
う
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
整
備
・
供
用
さ
れ
て
い
る
市

道
狐
台
長
根
山
線（
南
バ
イ
パ
ス
山
王

岱
ラ
ン
プ
〜
小
柄
沢
墓
園
）・
市
道
東
台

３
号
線（
小
柄
沢
墓
園
〜
東
台
６
丁
目
）

と
現
在
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
市
道

有
浦
東
台
線（
東
台
６
丁
目
〜
樹
海
ラ
イ

ン
）の
３
路
線
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

整
備
済
み
の
２
路
線
は
、
現
在
南
バ

イ
パ
ス
か
ら
市
街
地
に
通
じ
る
幹
線
道

路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

長長
木木
川川
架架
橋橋
工工
事事
始始
まま
るる

現
在
、
有
浦
地
内
の
長
木
川
で
橋

り
ょ
う
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
市
道
有
浦
東
台
線
に
と
も
な
う
も

の
で
、
来
年
３
月
ま
で
に
は
、
橋
脚
と

橋
台
そ
れ
ぞ
れ
１
基
が
完
成
、
さ
ら
に

橋
脚
１
基
の
追
加
工
事
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

東東
ババ
イイ
パパ
スス
のの
完完
成成
はは
いい
つつ
？？

平
成
１３
年
度
か
ら
事
業
が
ス
タ
ー
ト

し
、
平
成
１９
年
秋
田
国
体
を
目
標
に
整

備
を
進
め
ま
す
。

東東
ババ
イイ
パパ
スス
完完
成成
後後
のの
メメ
リリ
ッッ
トト

■
環
状
道
路
が
整
備
さ
れ
ま
す

都
市
計
画
道
路
大
館
駅
東
大
館
線
と

と
も
に
、
環
状
道
路
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

■
下
町
橋
の
交
通
量
の
緩
和

幅
員
が
狭
く
、
交
通
危
険
場
所
と

な
っ
て
い
る
下
町
橋
の
交
通
量
の
緩
和

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

着着
実実
にに
整整
備備
をを
進進
めめ
まま
すす

計
画
か
ら
５０
年
を
経
て
、
昨
年
開
通

に
こ
ぎ
つ
け
た
都
市
計
画
道
路
大
館
駅

東
大
館
線
の
よ
う
に
、
都
市
計
画
道
路

の
完
成
に
は
長
い
年
月
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
将
来
の
ま
ち
の
姿
や
交
通
量

の
増
加
な
ど
を
想
定
し
て
都
市
計
画
を

行
い
、
着
実
に
道
路
整
備
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

都
市
計
画
課

（
�
４９
―
３
１
１
１

内
線
３
１
２
）

土
木
課

（
�
４９
―
３
１
１
１

内
線
３
０
４
）

南南ババイイパパスス山山王王岱岱ラランンププ

東東ババイイパパスス整整備備済済部部分分

市市道道有有浦浦東東台台線線（（東東ババイイパパスス））ののルルーートト

（（市市道道狐狐台台長長根根山山線線
・・市市道道東東台台３３号号線線））

整備済部分
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国
ご
と
に
デ
ザ
イ
ン
の
違
う
ユ
ー
ロ
・

コ
イ
ン
、
花
が
飾
ら
れ
た
家
々
の
窓
、
食

べ
る
肉
の
多
さ
、
炭
酸
入
り
の
水
な
ど
食

事
や
文
化
の
違
い
に
驚
き
ま
し
た
。

地
元
農
家
と
の
話
し
合
い
で
、
女
性
の

参
画
と
後
継
者
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

仕
事
の
上
で
は
、
女
性
で
も
「
資
格
」
が

あ
れ
ば
男
性
と
同
じ
扱
い
で
し
た
。
ま
た
、

家
事
と
農
作
業
も
、
夫
婦
ど
ち
ら
か
手
の

空
い
た
ほ
う
が
協
力
す
る
体
制
で
、
男
女

共
同
参
画
が
進
ん
で
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

後
継
者
は
、
自
分
の
意
思
で
農
業
を
選

択
し
、
土
地
な
ど
は
親
か
ら
譲
ら
れ
る
の

で
は
な
く
、
購
入
す
る
形
で
、
主
に
職
業

訓
練
の
学
校
へ
進
む
そ
う
で
す
。

私
た
ち
が
研
修
し
た
内
容
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
ほ
ん
の
一
部
で
す
が
、
実
際
に

文
化
交
流
を
し
て
、
目
で
見
て
、
肌
で
感

じ
て
、
事
前
の
資
料
だ
け
で
は
把
握
で
き

な
い
面
も
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
私
は
、
母
国
日
本
の
農
業
や
文
化

を
ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
た
の
か
と
反
省
し

て
い
ま
す
。
農
業
に
対
す
る
意
欲
も
倍
増

し
、
今
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
更
に
勉

強
し
つ
づ
け
て
い
き
ま
す
。

今
回
の
研
修
は
私
に
非
常
に
大
き
な
気

持
ち
の
変
化
を
与
え
た
と
思
う
。
私
は
今

ま
で
ほ
と
ん
ど
秋
田
か
ら
出
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。
ま
た
、
本
当
に
日
本
と
ま
っ
た

く
違
う
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
信
じ

ら
れ
な
い
で
い
た
。
だ
か
ら
、
自
分
が
そ

ん
な
場
所
に
降
り
立
っ
た
と
き
、
本
当
に

不
思
議
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
少
し

感
動
も
し
た
。

私
の
知
っ
て
い
る
世
界
は
、

非
常
に
ち
っ
ぽ
け
な
も
の
だ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
今
回
ア
メ
リ
カ
へ
行
き
、
私
の
世
界

は
と
て
も
広
く
な
っ
た
。
そ
し
て
も
っ
と

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
み
た
く

な
っ
た
。
き
っ
と
世
界
に
は
も
っ
と
も
っ

と
、
す
て
き
な
場
所
や
ひ
と
が
存
在
す
る

ん
だ
ろ
う
と
思
う
と
と
て
も
気
に
な
る
。

家
に
い
る
の
が
好
き
な
私
だ
け
ど
、
外
に

出
て
行
く
の
も
悪
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
な
と

思
わ
さ
れ
た
研
修
だ
っ
た
。

�広広報報大大館館２２００００２２．．１１１１．．１１

市市でではは、、国国際際交交流流研研修修をを行行うう個個人人やや団団体体にに対対しし、、助助成成をを行行っってていいまますす。。
平平成成２２年年度度かからら始始ままっったたここのの制制度度でで、、

４４６６件件ののべべ３３５５１１人人のの市市民民のの皆皆ささんんがが利利用用ししままししたた。。
最最近近でではは国国外外でで研研修修すするる中中学学・・高高校校生生がが増増ええてていいまますす。。

皆皆ささんんのの「「国国境境をを越越ええたた交交流流」」をを応応援援ししまますす。。

今今年年度度はは３３６６人人がが
国国際際交交流流研研修修助助成成事事業業をを利利用用ししてて

日日本本をを飛飛びび出出ししままししたた。。

も
っ
と
も
っ
と

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
き
た
く
な
っ
た
。

夏
休
み
に
ア
メ
リ
カ
ミ
ネ
ソ
タ
州
へ
２１
日
間

し
ん

た

ろ
う

田
村

信
太
郎
さ
ん
（
大
館
鳳
鳴
高
校
１
年
）

ホホーームムスステテイイ先先のの子子どどももたたちちとと
（（左左かからら２２番番目目がが田田村村ささんん））

農
業
の
可
能
性
は

無
限
に
広
が
る
と

感
じ
ま
し
た
。

９
月
に
オ
ラ
ン
ダ
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
へ
１１
日
間

小
林

り
つ
子
さ
ん
（
小
坪
川
原
）フフラランンススのの農農家家民民宿宿のの前前でで
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助
成
を
利
用
す
る
に
は

助助
成成
をを
利利
用用
すす
るる
にに
はは

私
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
気
さ
く
な
雰
囲

気
、
超
高
層
ビ
ル
や
オ
シ
ャ
レ
な
家
々
、

広
大
の
土
地
、
電
線
の
目
立
た
な
い
空
、

相
手
を
思
い
や
る
マ
ナ
ー
や
自
我
意
識
の

高
さ
な
ど
に
ひ
か
れ
、
ア
メ
リ
カ
へ
行
く

こ
と
が
大
き
な
夢
で
し
た
。

空
港
へ
着
く
と
「
メ
ン
タ
ー
」
と
い
っ

て
私
た
ち
と
ほ
ぼ
毎
日
行
動
を
共
に
し
、

面
倒
を
見
て
く
れ
る
人
た
ち
が
出
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。
授
業
で
は
日
本
語
を
使
っ

て
は
い
け
な
か
っ
た
り
、
午
前
中
に
習
っ

た
こ
と
を
午
後
に
実
践
し
た
り
と
、
な
か

な
か
厳
し
く
刺
激
的
な
内
容
で
し
た
。

生
の
ア
メ
リ
カ
の
文
化
に
触
れ
、
毎
日

が
新
鮮
で
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

自
分
の
英
語
力
の
な
さ
に
落
ち
込
ん
だ
り
、

そ
の
場
に
溶
け
込
め
な
か
っ
た
り
と
、
と

き
ど
き
辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
た
び
に
メ
ン
タ
ー
や
友
達
に
慰
め
ら
れ

て
と
て
も
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
、
私
の
新
た
な
夢
は
、
た
く
さ
ん
英

語
を
勉
強
し
て
も
う
一
度
ア
メ
リ
カ
へ
行

き
、
今
回
伝
え
切
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
伝

え
に
行
く
こ
と
で
す
。

技
術
交
流
な
ど
を
通
し
て
、
諸
外
国
と

の
交
流
親
善
と
環
境
保
護
の
大
切
さ
を
学

ぶ
た
め
「
ワ
ー
ル
ド
・
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
・

ツ
ア
ー
・
マ
レ
ー
シ
ア
２
０
０
２
」
に
あ

ら
が
ね
号
で
参
戦
し
ま
し
た
。
マ
レ
ー
シ

ア
は
多
民
族
国
家
の
た
め
、
共
通
し
た
も

の
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環

境
保
護
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
こ
の
大
会

を
国
主
催
で
開
催
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

環
境
保
護
に
つ
い
て
は
、
各
国
の
ご
み

問
題
と
し
て
韓
国
で
は
日
本
と
同
じ
よ
う

に
分
別
収
集
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
す
べ
て
の
ご
み
を
強
い

火
力
で
燃
や
し
て
い
る
た
め
「
す
す
」
が

飛
ん
で
き
て
洗
濯
物
が
汚
れ
る
な
ど
の
公

害
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
石
油

な
ど
が
あ
る
が
日
本
で
は
ど
う
し
て
い
る

の
か
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

身
振
り
手
振
り
や
、
顔
の
表
情
な
ど
で

の
会
話
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
楽

し
く
有
意
義
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

対

象
中
学
生
以
上
の
か
た
が
参
加
す
る
、

国
外
で
の
国
際
交
流
研
修

※
個
人
、
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
観
光
を
主
な
目
的
と
す
る
旅

行
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
夏
季
休
業
中
に
実
施
さ
れ

て
い
る
「
秋
田
県
高
校
生
海
外
研
修
」
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

助
成
金
の
額

対
象
経
費
の
３
分
の
１

※
対
象
経
費
と
は
交
流
研
修
に
か
か
る
受
講
料
、通
訳
料
、教
材
費
、

渡
航
費
用
、国
外
滞
在
に
か
か
る
宿
泊
料
、移
動
費
を
い
い
ま
す
。

限
度
額

１
人
の
場
合
１０
万
円

２
人
以
上
だ
と

（
１０
万
円
×
人
数
＋
１００
万
円
）
を
８
で
割
っ
た
額

そ
の
他

帰
国
後
、
結
果
報
告
、
助
成
金
を
使
用
し
た
領
収
書
の
写
し
、

交
流
が
分
か
る
写
真
、
簡
単
な
感
想
文
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
を
受
け
る
か
た
に
は
年
度
ご
と
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
受
け
付
け

研
修
実
施
日
の
１４
日
前
ま
で
に
、
企
画
振
興
課
に
あ
る
申
請
書

類
に
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
の
募
集
は
定
数
に
達
し
た
た
め
終
了
し
て
い
ま
す
。
来

年
度
も
引
き
続
き
助
成
を
行
う
予
定
で
す
。
４
月
以
降
に
国
外

で
交
流
・
研
修
を
予
定
し
て
い
る
か
た
は
、
こ
の
制
度
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

問

企
画
振
興
課

�
４９
―
３
１
１
１
（
内
線
２
６
８
、２
６
９
）

アア
メメ
リリ
カカ
人人
でで
ああ
るる
ここ
とと
にに
誇誇
りり
をを

持持
っっ
てて
いい
てて
すす
ごご
くく
尊尊
敬敬
しし
まま
しし
たた
。。

夏
休
み
に
ア
メ
リ
カ
ミ
ネ
ソ
タ
州
へ
２１
日
間

な

つ

き

糸
屋

奈
津
紀
さ
ん
（
大
館
高
校
２
年
）

ささよよななららパパーーテティィーーででホホスストトフファァミミリリーーとと
（（一一番番左左がが糸糸屋屋ささんん））

日日
本本
のの
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
はは
どど
うう
しし
てて
いい
るる
のの
かか

質質
問問
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

９
月
に
マ
レ
ー
シ
ア
へ
６
日
間

か
ね
ゆ
き

沼
田

錦
幸
さ
ん（
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
実
行
委
員
会
代
表
）
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毎
週
５
日
間
、
十
二
所
公
民
館
と
上

川
沿
公
民
館
で
行
わ
れ
る
「
十
二
所
空

け
い
こ

手
道
教
室
」
の
稽
古
に
は
、
幼
稚
園
児

か
ら
大
人
ま
で
３９
人
の
会
員
が
集
合
。

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
の
大
き

な
声
で
稽
古
場
に
入
り
ま
す
。

こ
の
教
室
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
奈
良
さ
ん
。
そ
の
指
導
方
針
は

礼
儀
・
努
力
・
謙
虚
。
「
ど
ん
な
子
で

も
伸
び
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
素
直
さ
が
大
好
き
」
な
の
だ

そ
う
で
す
。

稽
古
場
で
は
、
幼
い
子
ど
も
と
い
え

ど
も
甘
え
た
様
子
は
あ
り
ま
せ
ん
。
奈

良
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
準
備
体
操
・

形
・
組
み
手
の
稽
古
が
キ
ビ
キ
ビ
と
進

め
ら
れ
、
終
始
緊
張
感
が
た
だ
よ
い
ま

す
。
こ
の
厳
し
い
稽
古
が
全
国
大
会
で

多
く
の
入
賞
者
を
出
す
と
い
う
結
果
に

な
っ
て
表
れ
て
い
ま
す
。

奈
良
さ
ん
の
空
手
と
の
出
会
い
は
高

校
時
代
。
以
来
空
手
に
魅
せ
ら
れ
、
４５

歳
の
時
に
は
東
京
で
長
期
研
修
を
受
け
、

空
手
道
の
指
導
者
資
格
を
取
得
し
ま
し

た
。
「
適
切
な
指
導
を
す
る
た
め
に
は

会
員
以
上
の
努
力
が
必
要
」
と
教
室
が

終
わ
っ
た
後
も
、
毎
日
自
宅
で
稽
古
を

続
け
て
い
ま
す
。

「
空
手
を
通
し
て
健
や
か
な
子
、
思

い
や
り
の
あ
る
子
を
育
て
た
い
」
と
語

る
奈
良
さ
ん
の
も
と
、
今
日
も
稽
古
場

に
「
エ
イ
ッ
、
エ
イ
ッ
」
の
元
気
な
声

が
響
き
わ
た
り
ま
す
。

十
二
所
空
手
道
教
室
公
開
稽
古
会

と

き

１１
月
２３
日
（
土
）
１０
時
〜

と
こ
ろ

上
川
沿
公
民
館
（
池
内
）

※
見
学
自
由
で
す
の
で
、
多
く
の
か
た

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開 館 時 間・９時３０分～１７時１５分
１１月 の 休 館 日・３日、４日、１０日～２３日、２８日
※１０日～２３日は図書館情報システム入力作業のため休館します。
１１月のテーマ図書・『パソコン』
大館親子読書会・１日（毎月第１金曜日）１０時３０分～

司書のおすすめ 『パーク・ライフ』

日比谷線の中で、間違って話し
かけた見知らぬ女性。知り合いの
ふりをしてくれた彼女は同じ駅で
降りた…。東京の日比谷公園を舞
台に、男と女の「今」をリアルに
描く。第１２７回芥川賞受賞作。

著 者
北 原 進
内 田 武 志
衣 川 恵
河 合 和
高 島 茂 樹
長 谷 良 子
青 山 健 煕
小 泉 勝
亀 井 一 成
竹 田 敏 一
松 浦 昭 次
橋 田 正 信
前 田 進
池 永 陽
吉 住 侑 子
伊 坂 幸 太 郎
横 山 秀 夫
岡 崎 祥 久
湯 本 香 樹 実
高 嶋 哲 夫
矢 玉 四 郎
せ な け い こ
藤子・Ｆ・不二雄
河 口 峰 子
たかどのほうこ
ね じ め 正 一

図 書 名
独習 江戸時代の古文書
菅江真澄の旅と日記
日本のバブル
定年＆リストラ１１０番
市町村合併のそこが知りたかった
きれいにつつむ
北朝鮮という悪魔
膵臓の病気
動物の赤ちゃんを育てる
図解雑学 原子力
宮大工 千年の「手と技」
マイセン磁器
見てわかる 小論文短時間攻略法
水の恋
旅にしあれば
ラッシュライフ
半落ち
首鳴り姫
西日の町
命の遺伝子
はれときどきたこ
うさぎちゃんつきへいく
ぞうくんとりすちゃん
つくってあそぼう人形劇
つんつくせんせいとふしぎなりんご
ぎゅうぎゅうかぞく

新

着

一

般

書

新
着
児
童
書

�

奈 良 政 巳さん（道目木）

子ども達に謙虚さと自信を

広報大館 ２００２．１１．１

十二所空手道教室

吉田 修一著・文芸春秋

中央図書館 �４２－２５２５

私の本棚



○
夫
が
単
身
赴
任
中
な
の
で
、
２
カ
月

に
３
週
間
程
度
大
館
で
過
ご
し
ま
す
。

関
西
の
方
で
は
、
紅
葉
鑑
賞
の
こ
と
を

紅
葉
狩
り
（
も
み
じ
が
り
）
と
言
い
、

休
日
の
晴
れ
た
日
は
た
く
さ
ん
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。
昨
年
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
、
今
年
こ
そ
は
山
が
色
づ

く
こ
ろ
大
館
に
来
て
、
夫
に
紅
葉
狩
り

に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
で
す
。

十
和
田
湖
の
紅
葉
は
、
と
っ
て
も
き
れ

い
と
か
…
。
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

（
田
中
な
る
み
さ
ん
・
清
水
町
住
宅
）

○
自
分
の
部
屋
の
窓
か
ら
見
え
る
山
の

紅
葉
に
は
、
毎
年
目
を
奪
わ
れ
「
こ
こ

に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
…
」
と
実

感
し
ま
す
。（

成
田
綾
佳
さ
ん
・
長
走
）

○
高
い
山
ほ
ど
紅
葉
が
早
い
が
、
雨
や

霜
に
は
弱
い
。
紅
葉
の
色
付
き
が
悪
い
。

も
し
見
物
に
行
く
の
な
ら
、
服
装
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。
足
元
に
は
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
風
当
た
り
の
強
い
所
で
は
、

枝
が
折
れ
て
落
下
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
頭
上
注
意
。
１
人
で
は
行
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
三
浦
一
郎
さ
ん
・
中
羽
立
）

○
八
幡
平
に
１０
月
６
日
に
行
っ
た
時
は
、

ほ
ん
の
り
と
赤
や
黄
色
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
が
見
ご
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。
八
幡
平
山
頂
か
ら
の
パ
ノ
ラ
マ

が
と
て
も
き
れ
い
で
す
ね
。
帰
り
に
き

り
た
ん
ぽ
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
る

の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
味
噌
風
味

で
美
味
で
す
よ
。

（
泉
夏
穂
里
さ
ん
・
獅
子
ヶ
森
２
区
）

○
八
幡
平
や
十
和
田
湖
の
紅
葉
も
す
ば

ら
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
遠
出
を
し
な

く
て
も
近
所
の
庭
の
カ
エ
デ
や
鳳
鳴
高

校
の
脇
の
イ
チ
ョ
ウ
を
眺
め
て
、
毎
年

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

（
斎
藤
菜
穂
さ
ん
・
桂
城
）

ハ
チ
公
ひ
ろ
ば
で
は
、

・
毎
月
の
テ
ー
マ
に
関
係
す
る
思
い
出

話
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

・
自
筆
の
イ
ラ
ス
ト
や
決
定
的
な
瞬
間

な
ど
の
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

１２
月
の
テ
ー
マ
・
「
大
掃
除
」

応
募
先
〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

広
報
大
館
「
ハ
チ
公
ひ
ろ
ば
」
係

締
め
切
り
・
１１
月
１５
日
（
金
）

※
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
は
随
時
受
け
付
け
。

問

総
務
課

�
４９
―
３
１
１
１（
内
線
２
５
８
）

▽
問
題

�
今
年
度
の
国
際
交
流
研
修
助
成

事
業
の
利
用
者
は
何
人
？

�
樹
海
ド
ー
ム
で
の
モ
ー
ニ
ン
グ

娘
。
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
何
月
何

日
？

�
市
民
綱
引
き
選
手
権
大
会
の
申

し
込
み
先
は
？

▽
応
募
方
法

は
が
き
に
住
所
、氏
名（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
性
別
、

答
え（
�
―
�
―
）と
、
ハ
チ
公

ひ
ろ
ば
１２
月
の
テ
ー
マ
「
大
掃

除
」
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。

※
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

５
人
の
か
た
に
、
テ
レ
ホ
ン
カ

ー
ド
と
図
書
券
を
贈
り
ま
す
。

▽
締
め
切
り

１１
月
１５
日（
金
）当
日
消
印
有
効

▽
応
募
先

〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

広
報
大
館
ク
イ
ズ
係

▽
１０
月
１
日
号
の
答
え

�
小
坂
町

�
２
件

�
５
０
０
人

▽
１０
月
１
日
号
の
当
選
者

・
安
達
秀
博
さ
ん
（
小
坪
川
原
）

・
木
村
京
子
さ
ん
（
西
大
館
町
）

・
斎
藤
菜
穂
さ
ん
（
桂

城
）

・
佐
藤
紗
羅
さ
ん
（
片
山
４
区
）

・
三
浦
一
郎
さ
ん
（
中
羽
立
）

※
応
募
総
数
１８
、
全
問
正
解
数
１４

クイズ

と
し

や

桑

野

稔

也
く
ん

■催し たんぽぽの会主催「ダンスパーティー」

■募集 武術太極拳江春「大館」会員

と き・１１月９日（土）１３：３０～１５：３０
ところ・中央公民館（入場無料）
内 容・方言の川柳、秋田弁のエピソードなど
問 河田さん �４２―４２４５

と き・１１月１０日（日）１８：００～２１：００
ところ・サン・アビリティーズ大館 会 費・１，０００円
申問 小棚木さん �４２―０２３９

と き・毎週木曜日１３：００～１５：００ ところ・中央公民館
申問 伊藤さん �４２―７３８８

（
長
根
山
・
１
歳
７
カ
月
）

■催し 秋田弁と昔っこフェスティバル

がヒント

と
て
も
活
発
で
、
よ
く
お
兄
ち
ゃ
ん
の
真
似
を
し
て

い
ま
す
。
車
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
の
が
大
好
き
で
す
。

１１月の
テーマ
「紅葉」

広報大館２００２．１１．１�
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高
齢
者
の
死
亡
原
因
の
上
位
を
占
め
て
い
る
老
人
性
肺

炎
や
気
管
支
炎
な
ど
の
呼
吸
器
感
染
症
は
、
食
後
の
歯
磨

き
な
ど
で
予
防
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
訪
問
歯
科
診
療
を
受
け
た
か
た
か
ら
「
義
歯
を

調
整
し
て
も
ら
い
、
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
体
調
も

良
く
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
に
は
身
体
の
健
康
だ
け
で
な

く
口
腔
内
の
管
理
も
大
切
で
す
。

対

象
歯
科
受
診
が
困
難
で
、
歯
科
の
主
治
医
が
お
ら
ず
、
本

人
と
家
族
が
診
療
を
希
望
し
て
い
る
、
お
お
む
ね
４０
歳

以
上
の
在
宅
の
か
た

自
己
負
担
金

保
険
診
療
で
す
の
で
、
治
療
費
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、

医
師
の
交
通
費
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

問

保
健
セ
ン
タ
ー

	
４２
―
９
０
５
５

暮暮
らら
しし
のの
情情
報報

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

行
い
ま
す
。
こ
の
検
診
は
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

や
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
血
液
検
査
で
調
べ
る
も
の
で
す
。
ど
ち
ら
の

肝
炎
も
、
感
染
し
て
い
て
も
症
状
が
軽
い
場

合
が
多
く
、
本
人
が
気
付
か
ぬ
う
ち
に
進
行

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
慢
性
肝
炎
に
な
る

と
、
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
に
進
行
す
る
こ
と

も
あ
る
た
め
、
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

早
め
に
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
検
査

を
受
け
て
、
肝
炎
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

対

象
基
本
健
康
診
査
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
か
た
で

�
今
年
度
４０
歳
、４５
歳
、５０
歳
、５５
歳
、６０
歳
、６５
歳
、

７０
歳
の
節
目
の
年
齢
で
次
の
地
区
の
か
た

大
館
地
区
、釈
迦
内
地
区
、上
川
沿
地
区
、

下
川
沿
地
区
の
一
部（
片
山
、城
西
町
、山

田
渡
、赤
石
沢
、片
山
ア
パ
ー
ト
、餅
田
団

地
、天
神
町
、天
神
緑
町
、片
山
３
丁
目
、美

園
町
、八
坂
、根
下
戸
新
町
）、長
木
地
区
の

一
部（
東
二
ツ
屋
、宮
袋
、小
雪
沢
、鳳
町
）

�
今
年
度
基
本
健
康
診
査
を
受
診
し
て
、肝
機

能
検
査（
Ａ
Ｌ
Ｔ
値
）が
要
指
導
と
な
っ
た
か
た

�
過
去
に
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
の

あ
る
か
た
、広
範
な
外
科
的
処
置
を
受
け
た

こ
と
の
あ
る
か
た
、ま
た
は
妊
娠
・
分
娩
時
に
多

量
に
出
血
し
た
こ
と
の
あ
る
か
た
で
、定
期

的
に
肝
機
能
検
査
を
受
け
て
い
な
い
か
た

※
�
�
の
か
た
に
は
、検
診
の
お
知
ら
せ
を
お

送
り
し
ま
し
た
。�
の
か
た
は
、保
健
セ
ン

タ
ー
へ
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。１１
月
１２
日

（
火
）ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と

き
１１
月
１５
日（
金
）、２０
日（
水
）、２５
日（
月
）、２９
日（
金
）

９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、１３
時
３０
分
〜
１５
時

※
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
町
内
で
日
程
を
分

け
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

自
己
負
担
金

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
＋

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

８
０
０
円

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
み

７
０
０
円

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
み

２
０
０
円

自自
己己
負負
担担
金金
がが
無無
料料
のの
かか
たた

�
老老
人人
医医
療療
受受
給給
者者
証証
をを

持持
参参
しし
たた
かか
たた

�
生生
活活
保保
護護
世世
帯帯
のの
かか
たた

�
市市
民民
税税
非非
課課
税税
世世
帯帯
のの
かか
たた

※※
��
��
のの
かか
たた
はは
事事
前前
のの
申申
請請
がが
必必
要要

でで
すす
。。
保保
健健
セセ
ンン
タタ
ーー
へへ
おお
問問
いい
合合

わわ
せせ
くく
だだ
ささ
いい
。。

申申
問問
保保
健健
セセ
ンン
タタ
ーー
�
４４２２
――
９９
００
５５
５５

春
に
検
診
を
受
け
て
い
な
い
か
た
は
ぜ
ひ
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
受
診
に
は
保
険
証
、
健
康
手
帳
と

自
己
負
担
金
を
持
参
の
う
え
、
希
望
の
病
医
院
へ

直
接
お
い
で
く
だ
さ
い
。

検
診
期
間

１１
月
１１
日（
月
）〜
２２
日（
金
）

次
の
医
療
機
関
で
受
診
く
だ
さ
い

◎
診
療
時
間
内
は
い
つ
で
も
検
診
を
行
い
ま
す

（
日
曜
、
祝
祭
日
を
除
き
ま
す
）

・
石
塚
医
院

・
佐
藤
産
婦
人
科
医
院
（
水
曜
日
の
午
後
休
診
）

◎
検
診
日
を
指
定
し
ま
す

・
市
立
総
合
病
院

と

き
１１
月
１２
、
１３
、
１４
、
１９
、
２０
、
２１
日

１３
時
３０
分
〜
１４
時
３０
分

自
己
負
担
金
の
額

け
い

・
頸
部
が
ん
検
診

１
、３
０
０
円

・
頸
部
が
ん
検
診
＋
体
部
が
ん
検
診

１
、８
０
０
円

※
体
部
が
ん
検
診
は
医
師
が
必
要
と
認
め
た
か
た

に
の
み
実
施
し
ま
す
。

※
７
月
に
検
診
を
受
け
た
か
た
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

市市
役役
所所

�
４４９９
││
３３
１１
１１
１１

検
診

日
程

�広広報報大大館館２２００００２２．．１１１１．．１１

子子
宮宮
がが
んん
検検
診診

肝肝
臓臓
はは「「
沈沈
黙黙
のの
臓臓
器器
」」でで
すす

肝肝
炎炎
ウウ
イイ
ルル
スス
検検
診診

秋の味覚がずらり
大館七日市日まつり

柳町児童公園

皆さんの
お目当ては
やはり

「キノコ」でした。

１０
１７



秋田弁護士会の大館・北秋法律相談センター
と き 祝日を除く毎週金曜日（予約制）１３：００～１６：００
ところ サンクレア大館 相談料 ３０分まで５，０００円
申問 秋田弁護士会法律相談センター �０１８―８９６―５５９９
新しい事業を応援します
「新規開業」「独立開業」「新分野進出」「事業多角化」

など、創業や経営革新についての相談に無料で応じます。
問 県北地域中小企業支援センター（秋田県商工会連合会
北部指導センター内） ０１２０－８９２－３７８

事業主の皆さんへ経営革新サポーターが応援します
コスト低減、品質向上や販売促進のためのちらし作戦、

パソコン操作など経営の革新や改善に取り組む企業を経
営革新サポーターが支援します。相談は無料です。
申問 大館商工会議所 �４３－３１１１

秋田県商工会連合会北部指導センター �４９－７１２６

会場・電話番号

市 役 所 年 金 相 談 室
（内線２６３）

サン・アビリティーズ大館�４２－０７６９
フリーダイヤル ０１２０－１１０６２４
サン・アビリティーズ大館

�４３－２２０８
市 役 所 市 民 相 談 室

（内線２１４）
市 役 所 会 議 室

（内線３４８）
市 役 所 会 議 室

（内線２４７）
総 合 福 祉 セ ン タ ー

�４２―８１０１
総 合 福 祉 セ ン タ ー
釈 迦 内 公 民 館
下 川 沿 公 民 館
総 合 福 祉 セ ン タ ー
真 中 公 民 館
矢 立 公 民 館
市 役 所 市 民 相 談 室

（内線２１４）

時 間

１０：３０～１５：３０

９：００～１６：００

９：００～１６：００

１０：００～１５：００

１０：００～１６：００

９：３０～１２：００
（予約制）
１３：３０～１５：００
（予約制）

１０：００～１３：００

９：００～１６：００

と き

毎週
月～木
毎週
月～金
毎週
月～金
１３日
（水）
２５日
（月）
６日（水）
（１２／４）
２１日
（木）
１日（金）
５日（火）
７日（木）
１３日（水）
２６日（火）
２８日（木）
毎 週 月・
火・木・金

相談内容

年 金

いじめ、子
育て一般

教 育

行 政

国 税

法 律

心配ごと

その他

と こ ろ
御成町２丁目 ジブラルタ生命保険（株）大館支部
根下戸新町 ＪＡあきた大館店
大館高等学校
花岡町 （株）花岡鉱業
花岡町 （有）大館精工・（株）八洋ボーリング
大館工業高等高校
大館商業高等学校
市立総合病院
大館鹿角健康福祉センター〈成分献血〉
片山町３丁目 大館地区総合事務所〈成分献血〉

と き
９：００～１０：００
１０：３０～１１：４０
１３：００～１６：００
８：３０～１０：４０
１１：００～１２：００
１３：００～１７：００
９：００～１２：４０
１４：００～１６：００
８：４０～１２：２０
１３：３０～１６：００

８日
（金）

１４日
（木）

１５日
（金）

２９日
（金）

古タイヤ（ホイールなし）
１２～１４インチ１本６００円
１５～１６インチ１本８００円
古タイヤ（ホイールあり）
１２～１４インチ１本１，２００円
１５～１６インチ１本１，４００円
ホイール １本５０円
バッテリー １個１００円
空ドラム缶（２００リットル）１本１５０円
消火器（中身入り）１本１，０００円
灯油タンク（大型）１個１，６００円
塗料入り缶１０キロ５００円
塗料缶の空き缶１缶１００円
コールタール入り缶１０キロ７００円
コールタールの空き缶１缶１６０円
ガスボンベ（空）５キロボンベ１個１，２００円
物干し台（コンクリート台）１セット３００円
５０ccバイク １台３，０００円

ごみの処分にお困りのかたはお電話ください。
申問 協業組合タイセイ内解消支援事業部
（受付時間は８：００～１７：００）�４３－３８５２

申問 生活環境課（内線２４７）

電電動動式式生生ごごみみ処処理理機機

購購入入をを助助成成ししまますす

電電話話１１本本ででああななたたのの悩悩みみをを解解決決

処処理理困困難難ごごみみ解解消消支支援援事事業業

助成額 購入額の２分の１以内で限度額は２万円
資 格 次のすべてを満たすかた
・市内にお住まいのかた
・自己の責任で処理機を設置し適切に管理できるかた
・たい肥を自分で使用できるかた
・過去５年間に市から同一処理機の助成または貸与を
受けたかたが同一世帯にいないかた

申し込み方法
印鑑を持参して、市役所生活環境課へお越しくださ
い。

対象と処理費用のめやす

引き取って処分します

右の表以外の
対象にならないごみの
処分先や処理料金のめやすを
アドバイスします

・市で収集しないごみを戸別
に回収します。

・処理費用はかかりますが運
搬費は無料です。

※対象になるごみの種類と処
理費用のめやすは右の表の
通りです（大きさ、内容など
によって料金は変わります）。

例．リヤカーなどの鉄製品
５０cc 以上バイク 廃自動車
草刈り機などの農機具
農業用ポリなどの農業資材
など

受付期間
１１月１日（金）～２９日（金）

１１月９日（土）～１２月１５日（日）
の毎週土・日曜日に戸別回収
します

対 象
市内販売店から購入し
た電動式生ごみ処理機

１０件
※中古品は対象になりま
せん。また、定数にな
り次第締め切ります。

成分献血は予約制
大館鹿角健康福祉センター

�５２－３９５２

お気軽に
ご相談ください

１１１１月

１１１１月

血

談

広報大館２００２．１１．１

献

相

�



催

し

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
作
品
展

と

き
１１
月
９
日（
土
）
９
時
〜
１７
時

１０
日（
日
）
９
時
〜
１６
時

と
こ
ろ
・
中
央
公
民
館

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�
４９
―
４
０
８
８

首
都
圏
大
館
ふ
る
さ
と
会
総
会

ふ
る
さ
と
大
館
か
ら
も
多
く
の
か

た
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と

き
・
１１
月
１７
日（
日
）

総

会

１３
時
〜

懇
親
会

１３
時
３０
分
〜

と
こ
ろ

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

（
千
代
田
区
飯
田
橋
）

会

費
男

性

９
、
０
０
０
円

女

性

８
、
０
０
０
円

夫
婦
一
組

１
５
、
０
０
０
円

観
光
物
産
課
（
内
線
２
８
３
）

本
場
大
館

き
り
た
ん
ぽ
ま
つ
り
in
渋
谷

渋
谷
区
民
祭
に
今
年
も
大
館
市
が

出
店
し
ま
す
。
首
都
圏
に
お
住
ま
い

の
ご
親
戚
や
お
知
り
合
い
の
か
た
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

と

き
１１
月
３
日（
日
）、４
日（
振
替
休
日
）

９
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

と
こ
ろ

代
々
木
公
園（
渋
谷
区
民
祭
会
場
内
）

内

容
き
り
た
ん
ぽ
食
堂
、
み
そ
つ
け
た

ん
ぽ
、
比
内
鶏
の
焼
き
鳥
、
き
り

た
ん
ぽ
食
材
や
銘
酒
な
ど
特
産
品

の
販
売
、
大
館
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
、秋
田
犬
の
子
犬
の
展
覧
な
ど

観
光
物
産
課
（
内
線
２
８
３
）

糖
尿
病
を
予
防

外
来
展
示
と
講
演
会

市
立
総
合
病
院
で
は
、
糖
尿
病
週

間（
１１
月
４
日
〜
１０
日
）に
合
わ
せ
て

糖
尿
病
食
な
ど
の
展
示
や
栄
養
相
談
、

医
師
に
よ
る
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日
ご
ろ
の
健
康
管
理
の
た
め
に
お
気

軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

○
外
来
展
示

と

き
１１
月
５
日（
火
）、６
日（
水
）

９
時
〜
１５
時
３０
分

と
こ
ろ

市
立
総
合
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
前
廊
下

○
講
演
会

と

き
１１
月
５
日（
火
）、６
日（
水
）

１３
時
〜
１４
時
１０
分

と
こ
ろ

市
立
総
合
病
院
会
議
室（
新
館
３
階
）

市
立
総
合
病
院
栄
養
科

�
４２
―
５
３
７
０

年
末
調
整
説
明
会

大
館
税
務
署
で
は
、
官
公
庁
、
法

人
及
び
個
人
の
白
色
申
告
の
源
泉
徴

収
義
務
者
を
対
象
に
年
末
調
整
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

と

き
・
１１
月
２２
日（
金
）
１３
時
〜

と
こ
ろ
・
市
民
文
化
会
館

※
年
末
調
整
関
係
用
紙
の
み
の
受
け

取
り
希
望
の
か
た
は
、
当
日
１０
時

〜
１２
時
に
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

大
館
税
務
署
法
人
第
１
部
門

�
４２
―
１
８
８
２

募

集

１５
年
度
市
立
幼
稚
園
園
児

桂
城
幼
稚
園

�
４２
―
０
６
９
０

４
歳
児
１２０
人

５
歳
児
若
干
名

花
岡
幼
稚
園

�
４６
―
１
２
０
６

４
歳
児
８０
人

５
歳
児
若
干
名

白
沢
幼
稚
園

�
４６
―
１
３
３
９

４
歳
児
４０
人

５
歳
児
若
干
名

受
付
期
間
・
１２
月
２
日
〜
２５
日

申
込
用
紙
な
ど
は
各
幼
稚
園
へ

１５
年
度
私
立
幼
稚
園
園
児

大
館
幼
稚
園

�
４２
―
０
５
３
４

３
歳
児
２０
人

４
歳
児
２０
人

５
歳
児
１０
人

大
館
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

�
４２
―
１
２
６
２

３
歳
児
２０
人

４
歳
児
４０
人

５
歳
児
１０
人

大
館
ホ
テ
ヤ
幼
稚
園
�
４３
―
４
２
２
４

３
歳
児
４０
人

４
歳
児
３０
人

大
館
八
幡
幼
稚
園
�
４９
―
１
２
０
６

３
歳
児
４０
人

４
歳
児
２０
人

大
館
神
明
幼
稚
園
�
４２
―
１
４
５
５

３
歳
児
２０
人

４
歳
児
４０
人

問申
・
問

問問

問申
・
問

申し込み先など

申し込みは
１１月２１日まで。
保健センター
�４２―９０５５

申し込みは１１
月１２日まで、
各コース申し
込みが５人以
下の場合は中
止。
湯夢湯夢の里
温水プール
�５２―２７５２

申し込みは１１
月１２日まで。職
業 訓 練 セ ン
ター�４３―５８１７

定員

３０人

２５人

２５人

４０人

２５人

２５人

２０人

内容・費用・持ち物など

生活習慣病予防のための講話、調
理実習、運動指導、健康相談など。
受講料（無料）

参加費（５，０００円）、水着、スイミン
グキャップ、スイムゴーグル

参加費（５，０００円）、水着、スイミン
グキャップ、スイムゴーグル

参加費（３，８５０円）、水着、スイミン
グキャップ、スイムゴーグル

参加費（５，２５０円）、水着、スイミン
グキャップ、スイムゴーグル

参加費（５，６００円）、水着、スイミン
グキャップ、スイムゴーグル

「筆ぐるめ」で年賀状を作成。
受講料（３，０００円）、教材費（８００円）

と き

�１１月２６日（火）１０：００～１３：００
�１２月９日（月）１０：００～１１：３０
�１月９日（木）１０：００～１３：００
�１月２９日（水）１３：００～１５：００

１１月１９日～１２月１９日
毎週火・木曜日１０：００～１２：００

１１月１９日～１２月１９日
毎週火・木曜日１８：３０～２０：００

１１月１５日～１２月２０日
毎週水・金曜日１６：３０～１８：００

１１月１６日～１２月２１日 毎週火・木曜日
１６：３０～１８：３０土曜日１４：００～１６：００

１１月１５日～１２月２１日 毎週水・金曜日
１８：００～２０：００土曜日１６：３０～１８：３０

１１月１９日（火）、２１日（木）、２６日（火）
１８：３０～２１：００

ところ

保 健
センター

湯夢湯夢
の里温水
プ ー ル

職業訓練
センター

教 室 ・ 講 座 名

健康づくり学級（全４回）

一般初級者Ａコース
（全１０回）

一般初級者Ｂコース
（全１０回）

小学校初心者コース
（全１１回）

小学校（４年生以上）選手
育成コース （全１５回）

中学・高校選手育成
コース （全１６回）

パソコン講座
「年賀状作成」（全３回）

水

泳

教

室

�広報大館２００２．１１．１

市 役 所
�４９－３１１１

選挙人のプライバシー保護などの理由から、選挙人名簿のコピーによる閲覧を
禁止しますのでご理解をお願いします。 問 選挙管理委員会（内線２９７）

お知らせ

選挙人名簿の
コピー閲覧禁止



ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

５
歳
児
１０
人

向
陽
幼
稚
園

�
４８
―
２
３
４
５

３
歳
児
４０
人

４
歳
児
２０
人

５
歳
児
若
干
名

大
館
南
が
丘
幼
稚
園
�
４２
―
５
４
４
８

３
歳
児
２０
人

４
歳
児
４０
人

５
歳
児
１５
人

受
付
期
間
・
１１
月
８
日
〜
１２
月
末
日

願
書
な
ど
は
各
幼
稚
園
へ

選
挙
投
票
立
合
人
候
補
者

各
種
選
挙
を
通
じ
て
選
挙
・
投
票

を
よ
り
深
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

資

格
２０
歳
代
・
３０
歳
代
の
大
館
市
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た

内

容
投
票
事
務
の
公
平
を
確
保
す
る
た

め
、
公
益
代
表
と
し
て
投
票
事
務

全
般
に
立
ち
会
い
ま
す
。
時
間
は

７
時
〜
２０
時
（
２
人
で
の
交
替
も

可
能
）
で
、
場
所
は
自
分
の
投
票

区
域
投
票
所
と
な
り
ま
す
。
選
挙

は
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
の
が
通
例

で
す
。

報

酬
・
１
回

１
０
、
８
０
０
円

申
し
込
み
方
法

電
話
で
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
政
党
そ
の
他
の

政
治
団
体
に
所
属
す
る
場
合
は
そ

の
名
称
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
・
１２
月
２０
日（
金
）

選
任
方
法

申
し
込
み
者
の
資
格
審
査
を
行
い
、

候
補
者
登
録
し
ま
す
。
選
任
は
候

補
者
の
中
か
ら
行
い
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会（
内
線
２
９
６
）

市
営
住
宅
入
居
者

募
集
戸
数
と
家
賃
（
月
額
）

▽
餅
田
住
宅
・
２
戸

２
Ｄ
Ｋ（
４１
�
）

９
、０
０
０
円
〜
１
３
、５
０
０
円

敷

金
・
家
賃
の
３
カ
月
分

資

格
住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た
。
所
得

に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

連
帯
保
証
人（
２
人
）が
必
要
で
す
。

※
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
・
１１
月
１５
日（
金
）ま
で

入
居
時
期
・
１２
月
中
旬

○
申
し
込
み
が
募
集
戸
数
を
超
え
た

場
合
は
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

と

き
・
１１
月
２２
日（
金
）
１０
時
〜

と
こ
ろ
・
市
役
所
１
階
第
２
会
議
室

※
本
人
ま
た
は
代
理
人
に
抽
選
し
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
必
ず
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
課（
内
線
３
１
０
、３
６
４
）

第
３
回
ピ
ア
ノ
マ
ラ
ソ
ン
出
場
者

市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
あ
こ

が
れ
の
「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・
ピ
ア

ノ
」
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
好

き
な
曲
を
ご
自
由
に
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

と

き
・
１２
月
２２
日（
日
）１０
時
〜

締
め
切
り
・
１１
月
２０
日（
水
）

市
民
文
化
会
館
�
４９
―
７
０
６
６

そ

の

他

戸
別
訪
問
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

最
近
、
水
道
課
の
名
を
か
た
り
水

質
検
査
や
浄
水
器
・
イ
オ
ン
化
装
置

な
ど
を
す
す
め
る
業
者
が
増
え
て
い

ま
す
。
疑
問
を
感
じ
た
と
き
は
、
水

道
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
道
課
（
内
線
３
１
５
）

納
期
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い

○
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料

１１
月
は
国
民
健
康
保
険
税
と
介

護
保
険
料
の
第
５
期
の
納
期
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

収
納
課（
内
線
２
２
７
、２
２
５
）

○
誓
約
農
家
の
皆
さ
ん
へ

１１
月
２０
日
は
誓
約
農
家
の
口
座

振
替
納
税
日
で
す
。
市
県
民
税
、

固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税

の
年
税
額
が
一
括
し
て
指
定
口
座

か
ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
事
前

に
残
高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

収
納
課（
内
線
２
２
７
、２
２
５
）

○
下
水
道
受
益
者
負
担
金

１１
月
は
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
第
３
期
の
納
期
で
す
。
忘
れ

ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

第
１
、
２
期
も
し
く
は
昨
年
度
以

前
に
未
納
の
あ
る
か
た
は
早
め
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
課
（
内
線
３
５
６
）

申
・
問

申
・
問と き １１月１０日（日） ９：００～

ところ 市民体育館
部 門 小学生、中学生、高校生の男子・女子、

一般男子・女子、１３地区対抗
締め切り １１月５日（火）

申
・
問

○おいでやす京都満喫３日間の旅
出発日 １１月１７日、２７日
料 金 ６１，０００円～７２，０００円
募集人員 各出発２０人
締め切り 各出発日の１６日前
○ぽかぽか南房総グルメ２日間の旅
出発日 １１月１９日、２１日、２６日、２７日
料 金 ３９，８００円～５０，８００円
募集人員 各出発３０人
締め切り 各出発日の１６日前
申 秋北航空サービス大館（営）、弘南観光大館
（営）、ＪＴＢ東北大館（営）、ＰＴＳジャス
コ大館サロン、秋北観光、トラベル２１

申
・
問

問

今年も大館弁に関する川柳とエピソードを
募集したところ、川柳の部に７８点、エピソー
ドの部には１０点の応募がありました。今回は
川柳の部入賞作品の中から主なものを紹介し
ます。

問問問

・誰（ダ）さ似だが えひる むじける ごんぼ掘る

・めんけばって 家の中そんど やちゃくちゃね

・ごぼ掘りも 齢くて丸く なったごと

・シャシネェ エデとアッパの オガシャベリ

・まっこもらって わどがどちがると ごんぼほる

・ヤセテァバテ 料理コアレバ クッテァシネナ

２００３年版あきた県民手帳を販売中です。企画振興課・各出張所でお求めく
ださい。価 格・５００円 問 企画振興課（内線２６９）

市民綱引き選手権大会
申問 スポーツ振興課 �４２‐０３１０

あきた北空港発着の飛行機で行く
観光ツアー参加者募集

問 大館能代空港利用促進協議会事務局
（観光物産課 内線３５１）

「よみがえる大館弁」入賞作品
問 社会教育課（内線２５４）

小さな手帳に
豊富な情報

参加者募集

広報大館２００２．１１．１

第
１５
回

�




